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序

西国十八番の札所である頂法寺は通称『六角堂』としてだけでなく、華道『池

坊」の家元としても著名であり、聖徳太子信仰に関連して、愛宕郡折田郷士車里

に建立されたという伝承から、平安京左京四条三坊十六町に、平安京内に建立さ

れた古代寺院の一つとして知られて来た。古代学協会は従来より平安京に関連し

た古代寺院として、仁和寺と平安時代山岳寺院の如意寺の調査研究を実施してき

たが、この六角堂境内では頂法寺会館の建設工事に先立って昭和49年に古代学協

会が依頼を受けて発掘調査を実施し、昭和52年には『平安京跡研究調査報告第

2輯』として報告書を刊行し、六角堂の創建問題について文献学その他からも多

角的に検討した。その後第二次調査を経て、平成6年には池坊会館の建設による

第三次調査があり、更に平成8年には愛染院跡の第四次調査を実施致した。今回

は第三次と第四次調査の報告を合わせて刊行したが、特に文献に見える六角堂の

火災と復旧の記事を出土遺物との関連を主眼とした考察をまとめることができ

た。

四度に亘り調査研究の機会を与えて頂いた頂法寺の池坊専永家元ならびに建設

工事の期間中にもかかわらず、発掘調査にご協力を賜った鹿島建設の現場の

方々、更にご指導頂いた研究機関に対して篤く敬意を表します。

平成18年3月

財團法人古代學協會

理事長角田文衞
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本書は京都府京都市中京区六角通東洞院西入ル堂ノ前町248番地に所在する六角堂境内の発掘調査の報告書

である。

発掘調査は華道家元池坊の委託を受けて平成6年5月16日から9月9日 （第3次） と平成8年1月16日から

3月2日 （第4次）の2度，財･側法人古代學協會・古代學研究所が実施した。

挿図及び図版で使用した方位と座標軸は平面直角座標第Ⅵ系に基づくものである。ただし，単位(m)は省

略している。標高はT.P． (東京湾平均海面高度）による。

第2図には京都市文化市民局文化部埋蔵文化財センター「京都市遺跡地図」 （京都，平成15年）を，第3図

には平成lO年測量京都市l/1000都市計画図を一部加筆の上使用した。

遺構・辿物の実測には江谷寛，西田泰民，宮崎幹也，前川佳代，桐lll秀穂，千喜良淳，浜田竜彦，嘉幡

茂，渡辺直哉，池田和歌子，黒崎充，上島玲子，井上宗嗣，山田喜代子，下村順子が行った。

図版の作成とトレースは江谷，桐山，岡本沙千代が行った。

写真の撮影は江谷と桐山が行った。

調査の記録と出土遺物は財團法人古代學協會・古代學研究所が保管する。

本書の執筆は江谷（はじめに，第2～第4章，第10章） と桐山（第1章，第5～第9章，おわりに，付論

2)，楢崎修一郎（付論1）が行い，編集は江谷と桐山が行った。
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はじめに 1

はじめに

「六角堂」と通称される寺院は正式には紫雲山頂法寺という。華道池坊流の家元，そして西国三十三ケ所観音

巡礼の-'一八番札所として広く知られている。本堂が平面六角形を呈することから， 「六角堂」という通称が生ま

れた。天台宗の寺院で，本尊は如意輪観音像である。

平成6年に宗教法人頂法寺は池坊会館の建て替えとビル・駐車場の建設を計画し，平成8年の完成を目指して

着工した。これは本堂北側の住心院（子院）及び東側の愛染院（子院）の位置に池坊会館と太子堂および地下駐

車場を，本堂西側にビルを建設する大がかりな工事であった。これに対し，京都市埋蔵文化財調査センター（当

時）はこれら工事予定地について，当該地（寺院）の重要性から埋蔵文化財の発掘調査が必要と判断していた。

平成6年工事に先立つ発掘調査の必要が生じ，財団法人古代学協会へ依頼があった。協会では検討の結果， こ

れを受諾し発掘調査を担当することとなった。

発掘調査は平成6年度と平成7年度の2年に分けて行われた。本報告書はこの2次にわたる発掘調査の成果で

ある。

0 3km

第1図平安京条坊図と調査地点



第1節地理的猟境2

第1章位置と環境

第1節地理的環境(註'）

調査地は京都市中京区六角通東洞院西入ル堂ノ前町248番地の六角堂境内内に所在する（第1～3図)。烏丸通

と六角通の交差点北東|卿である。現在では建物が密集する都市部の真中であり， 自然地形をうかがい知ることは

難しい。しかし，ここは京都盆地を織成する扇状地上にあたる（第4図)。

京都盆地は北から西は丹波高地の東辺である北山山地とそれに続く西山山地，東は比叡山地とそれに続く東山

山地，南は生駒山地北端の男山丘陵によって区切られる盆地である。ほぼ中央には戦前までは巨椋池があり， こ

うした山々から流れ出る川を集め，そして淀川を通して大阪湾に注いでいた。巨椋池の北では丹波高地を水源と

する桂川は盆地西部を南東方向に流れ，直接淀川に合流した。同じく丹波高地を水源とする天神川と堀川は蛇行

しつつ盆地中央部を南流し，鳥羽で鴨川に合流し，巨椋池につながる。比叡山地を水源とする賀茂川，高野川，

白川は鴨川がそれらをまとめ，盆地東部を南に流れ下り巨椋池に注いだ。東からは琵琶湖を水源とする宇治川，

南からは大和高原を水源とする木津川があった◎もともと盆地の平野部は狭く巨椋池の前身である古大阪湾が広

』

■

9

1

1

第2図遺跡の位置（1/25000）

(464が烏丸御池遡跡である｡そのほか237:聚楽適跡,238:二条城北遺跡,245:頂妙寺の櫛え跡,246:烏丸丸太町遺跡,247：
松蔭町遺跡,463堀川御池逝跡,465:本隆寺の構え跡,466:立本寺の構え跡,467:旧本能寺の橘え跡,468:本能寺城跡，
469:妙顕寺城跡,470:妙覚寺城跡,471:二条殿御池城跡,472:等持寺跡,473:三条坊門殿跡,474:姥柳町過跡(南蛮寺跡),

475:法興院跡:476:四条道場跡,707:妙連寺の柵え跡708:妙満寺の構え跡,709:本禅寺の柿え跡,710:だいうすの城跡，
711:竜臥城跡,712:烏丸綾小路遺跡,A202:頼山|場書斎(山紫水明処),A203:平安宮内裏内郭回廊跡,A451? ,高瀬川一之

船入A452:神泉苑,A453:旧二条離宮(二条城),A456:二条城二之丸庭園,C458:壬生寺庭畷|,C459:堀内家長生庵庭園，
C460:武信稲荷神社のエノキである｡)
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第1章位置と環境 3

がっていたが，海退期にこうした川の山地への開析作用，あるいは沖積作用により次第に平野が形成され，広

がっていった。

こうした平野のうち，京都盆地北部の扇状地群，すなわち白川扇状地・賀茂川扇状地・鴨川扇状地・天神川扇
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第3図調査区の位置と既往の調査（1/1000）

(1 :六角堂第1次調査地,2: |司第2次調査地､3:同第3次調査地,4伺第4次調査地, 5･6i平安京左京三条四坊跡発

掘調査団調査地,7;京都市埋蔵文化財研究所調査地,8:高速鉄道烏丸線内遺構調査会調査地）
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状地は約4万～3万年前の最終氷期に形成された。調査地はこのうち鴨川扇状地に立地する。これは賀茂川と高

野川の合流点の左岸，京都御所付近を頂点として南と南西に延びる扇状地である。これより北には上賀茂の狭随

部を頂点とし賀茂川により形成された扇状地が広がっている。また，堀川は鴨川扇状地と天神川扇状地の間の低

地帯を流れるものであり，平安京以前においては扇状地の扇端部を巡りつつ東北から南西方向に向かって流れ，

吉祥院辺りで天神川に注いでいたと考えられている。こうしたところに湧く伏流水を集めて流れる川であった。
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第4図平安京の地形（★印は遺跡の位置）
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最終氷期の極相期にはこれら扇状地が侵食され谷を形成した。そして1万～6千年前の温暖期である縄文海進期

には再び土砂堆積が進み，新たに形成された谷から扇状地が形成され発達した。調査地西方を南流する西洞院川

の谷は鴨川扇状地のこうした谷の1つであり，八条辺りからこの谷の新しい扇状地が形成されている。調査地は

標高約38mT.P・で， ほぼ扇状地の扇央部中位の自然堤防上に位置する。

こうした立地の特性から，調査地周辺には天然の湧水と埋没河川が多く存在する。天然の湧水は扇状地の伏流

水が地表に噴き出たものである。調査地の六角堂では池坊の名称の由来となった池があり， これは天然の湧水を

利用している。これ以外にも調査地周辺では龍池，御池通などの名称の由来となった二条殿（押小路殿．泉殿）

の龍躍池（平安京左京三条三坊十一町)，武野紹鴎ゆかりの名水菊水井（左京四条三坊十二町）など，天然の湧

水を利用した園池・井戸がある。調査地とはやや離れるが，近年調査された平安京右京三条二坊十六町では平安

時代中期において，天然の湧水点に泉を設け，それより導水した園地が確認されている(歴2)。平安京における庭

園での湧水点の利用は平安時代まで遡る。こうした良質の水が出る湧水点は古来より人間の生活空間にとって必

須条件であったに違いない。平安京以降の時代はもとより，それ以前の時代においても人間の生活の場として機

能していたことが想定できるだろう。また， こうした湧水点は埋没河川上に所々存在している。先に述べた最終

氷期に形成された扇状地上の谷において，縄文時代以降徐々に土砂が堆積し新たな扇状地形を形成される。この

埋没河川はその結果埋没したものである。これが地下水脈として機能し，伏流水を流しているのである。

第2節遺跡の歴史的環境

1．平安遷都前

（1）烏丸御池遺跡について

調査地周辺は平安遷都前について烏丸御池遺跡の中に位置している（第2図)。まず,烏丸御池遺跡について概

観し，ついで平安京相当域における遺跡の動態の中で位置についてみておこう。

烏丸御池遺跡は，北は現在の押小路通，南は蛸薬師通，西は西洞院通，東は麩屋町通に囲まれた自然堤防上に

広がり，東西3.8km,南北2.7kmある。調査地はこの遺跡の南部に位置する。この遺跡はこれまでの発掘調査の結

果，縄文時代前期・後期・晩期，弥生時代前期・中期・後期・終末期，古墳時代前期・後期，飛鳥時代の遺構な

いし遺物が確認されている。

縄文時代について縄文前期・後期は土器片を確認したのみである。中京区三条通東洞院東入菱屋町30の中京郵

便局新築に伴う発掘調査（高倉宮第1次調査）では縄文後期の土器片が出土(i")，中京区高倉通姉小路下ル東片

町623．曇華院前ノ町706他地点の京都文化博物館建設に伴う発掘調査（高倉宮第4次調査）において前期末，大

歳山式の縄文土器片が出土した‘註.‘)◎判明しているのは以上の通りであり，縄文後期以前の遺跡の状況はよくわ

からない。縄文晩期については遺構．遺物とも確認されている。中京区三条通東洞院東入曇華院前ノ町705-1．菱

屋町41他地点の白水三条ビル建設に伴う発掘調査では縄文晩期後半の突帯文土器に伴う遺構・遺物が検出され

た(荘5)。遺構は土坑･土器溜りであるが，竪穴住居跡や土器棺墓の可能性が指摘されている。亀ケ岡系土器や土偶

や石棒といった宗教関連遺物も出土している。また弥生前期・中期の土器・石器も出土しており， この時期まで

遺跡が継続すると推測される。中京区東洞院通六角下ル御射山町272地点の京都市男女共同参画センター建設に

伴う発掘調査では北東から南西方向の流路が発見され，縄文晩期土器，弥生土器，土師器，須恵器など縄文晩期

から古墳後期の土器類が出土している(雛6)。ここからはまた浮線文系土器，糖巧な石刀が出土している。事例は

少ないが烏丸御池遺跡において縄文晩期の遺物・遺構は南東部を中心に分布しているようである。集落の実態は

まだまだ解明されていないが，集落に次の弥生時代にも継続すること，宗教的社会性のあること，遠距離地域と

の交流があることから，縄文晩期におけるこの地域の拠点的な集落といえるだろう。

弥生時代については前期・中期・後期・終末期の遺構・遺物が確認されている。中京区両替町御池上ル金吹町
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451地点の京都労働基準局改築工事に伴う発掘調査では後世の遡構に弥生土器が混入していた(雛71。中京区御池

通東西線建設に伴う発掘調査のNO.13トレンチにて弥生終末期の竪穴住居跡1棟が検出されている(砿8)。同じくF

No.3 ･ 4トレンチでは弥生・古墳時代の流路，弥生後期の土坑と弥生後期の土器が出土している(雌9)。同じくT

NO.8 ･FNO1～7トレンチでは弥生時代後期～終末期の辿物が出土している(韮'0)。中京区烏丸通六角下ルセ観音

町635地点では弥生土器が出土(雄i')。中京区東洞院通六角下ル御射山町272地点の京都市男女共同参画センター建

設に伴う発掘調査では流路より弥生土器が出土Im2l・中京区高倉通六角下ル和久屋町343地点の高倉小学校改築

に伴う発掘調査では弥生土器片が出土(雄'3)。弥生前期・中期に関しては烏丸御池遺跡の南東部を中心に分布して

おり，縄文晩期の遺物・遺構分布と重なるところが大きい。しかし後期は北部を中心に分布するようになり，か

つ遺跡の西部にも分布を広げるようである。伊藤淳史氏も烏丸御池遺跡について現在の御池通周辺以北に弥生後

期以降の遺跡の中心が存在することを想定している(雌M)。遡跡地図の遺跡の範囲がさらに北に延びる可能性もあ

ろう。

古墳時代について細かな時期が明確ではないが，いくつかの地点で遺物・遺構が出土している。中京区両替町

御池上ル金吹町451地点の京都労働基準局改築工事に伴う発掘調査では後世の遺構に古墳時代の土師器･須恵器が

混入していた(A&15)O中京区御池通東西線建設に伴う発掘調査のFNo.3トレンチでは古墳時代の流路が見つかって

いる(雌'6)。同じくTNo8･FNOl～7トレンチでは古墳時代の遺物が出土している(酸'7)。同じくFNO9～15トレン

チから古墳時代土器類が出土している(雛'8)。中京区御池通富小路西入東八幡町地点の京都御池中学校改築に伴う

発掘調査では古墳時代流路と杭跡が検出され，土器片が出土している(雛19)。中京区御池通柳馬場下ル柳八幡町地

点のマンション建設に伴う発掘調査では古墳時代の湿地が確認されている(:f2o)。中京区堺町通姉小路下ル大阪材

木町地点のマンション建設に伴う発掘調査では古墳時代前期・布留式の溝が大量の土器とともに見つかってい

る(縦2'1。中京区烏丸通六角下ルセ観音町635地点では古墳時代土器が出土(註型)9中京区東洞院通六角下ル御射山町

272地点の京都市男女共同参画センター建設に伴う発掘調査では流路より古墳時代の土師器・須恵器が出土(雛郵)，

中京区高倉通六角下ル和久屋町343地点の高倉小学校改築に伴う発掘調査では古墳時代土器片が出土(雛泌)。この

中にはおそらく庄内併行期の遺物・遺構も含まれていると思われるが，土器実測図はなく，あくまで報告書の文

言から判断しているのでこのあたりはよくわからない。しかし，弥生後期から遺跡が継続しているように想像さ

れる。竪穴住居跡や方形周溝墓などの検出例が皆無なので具体的に論じられないが，遺跡が存在していることは

確実である。

飛鳥時代については中京区御池通地下鉄東西線建設に伴う立会調査のFNQ5～7トレンチでは飛鳥時代の土師

器・須恵器が出土している(雌2s)。中京区東洞院通六角下ル御射山町272地点の京都市男女共同参画センター建設に

伴う発掘調査では浅い落込より飛鳥時代の土師器・須恵器が出土(“)，東隣の中京区高倉通六角下ル和久屋町343

地点の高倉小学校改築に伴う発掘調査では飛鳥時代土器片が出土している(”1．飛鳥時代については明確な遺構

が見つかっていないが，遺物の分布から遺跡の北東部，北西部に分布しているようである。ただし，前段階の古

墳時代と比較すると遺跡の規模はやや小さくなった印象がある。なお奈良時代の遺物･遺構は見つかっていない。

平安京相当域の旧石器時代から奈良時代の集落動態と関連づけてみてみよう(駐泌)。平安京相当域の旧石器時代

遺跡についてはいずれも遺物のみで遺構は確認されていない。いずれも天神川扇状地の扇端部の低地滞に位置し

ている。六角堂付近で見つかる可能性はないとはいえないが，極めて低い。縄文時代遺跡について千葉豊氏の研

究によれば，京都盆地においては中期以前に比して後晩期の遺跡は沖積低地に立地するものが激増する('")。し

かし烏丸御池遺跡では縄文前期末の土器が出土しており，注意される。こうした動向に先行して集落が営まれて

いるからである。少量の出土遺物のみで手掛かりがないが， こうした動態は立地や自然環境の要因によるもの

か，いつ頃から集落が営まれるようになったのかなど，検討すべき課題が多い。縄文後晩期には鴨川扇状池状に

も遺跡が多数出現するが，その中における烏丸御池遺跡の性格の特徴については先述した。

弥生時代について。内膳町遺跡，烏丸御池遺跡は先述のように晩期の拠点的集落であり，それが弥生前期まで
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継続している。これ以外の前期の遺跡は付近に純文晩期の遺跡があり，それとの関係が推測される。弥生中期で

は，拠点集落としばしば位置付けられる烏丸綾小路遺跡が出現する。断片的な調査であるが，竪穴住居跡や溝，

それも方形周溝墓の-一部とみられる瀞も確認されている。居住域を中心部に，墓域を周縁部に配する典型的な弥

生集落と思われる。また，近江系土器，河内産土器など他地域の影響を受けた土器や他地域産の土器も多数出土

している。石器未製品なども多く出土し石器製作を行っていると考えられる。このような生産と交易の中心であ

る集落は， この時期この地域の経済的中心であったことを物語っている。周辺には烏丸御池遺跡，東塩小路遺跡

が展開するが， こうした遺跡は烏丸綾小路遺跡との関係で生まれた衛星集落というべき集落といえるだろう。弥

生後期になると遺跡は盆地全体に分布するようになり，その数も爆発的に増加するが，伊藤淳史氏はそれを近畿

地方の遺跡の動態として共通するものだとしている(‘")。後期は中期に比べ個別の遺跡の実態が分かるものはな

い。烏丸綾小路過跡は集落の中心を移動させるようであり，遺構もあまり明確ではなくなる。規模も小さくなる

ようである。他の遺跡も同様で中小規模の遭跡が散在する印象が強い。烏丸御池遺跡も集落の中心が遺跡の南東

部から北部に移るが，それはこうした動態とも関連する事象といえるだろう。

古墳時代遺跡について詳細な時期がよくわからないので具体的に論じられないが，弥生時代後期とそれほど増

減はないようである。古墳については平安京右京八条一坊十二町において削平された古墳（梅小路古墳）が1基

確認されている(雛31)。平安京相当域において今後古墳の検出例が増加すると予想されるが，やはり古墳の僅少を

特徴として指摘することはできるだろう。集落遺跡近辺に古墳群がある岡崎や北白川，下鴨，嵯峨野などとは対

照的である。平安京相当域の古墳時代遺跡は古墳をあまり伴わないような中小規模の遺跡が散在する印象が強

い。烏丸御池遺跡は遺構が明確でなく比較的規模の小さな集落であろうと思われる。これはこのような古墳時代

の集落の様相と一致してくると考えられる。

飛鳥・奈良時代の遺跡については極端に減少する。特に奈良時代の遺構・遺物は聚楽遺跡・西京極遺跡で見つ

かっているに過ぎない(it32)O盆地北部の奈良時代遺跡がある太秦・嵯峨野周辺や北野，下鴨，北白川などと比較

すると平安京相当域の奈良時代の適跡は非常に希薄である。律令制下，条里制が施行されて集落が再編されたた

め，遺跡数が減少したのではないかと想像される。そしてそれは京都盆地における集落分布は基本的に段丘上な

いし扇状地扇頂部に近い高地とされ，低地については基本的に耕作地とされたのではなかろうか。烏丸御池遺跡

について奈良時代の遺物・遭櫛が発見される確率は非常に低いと考えざるを得ない。

（2）文献史料上の六角堂周辺

次に文献史料上における六角堂周辺についてみてみる。

六角堂周辺は律令制の国郡里制で愛宕郡に属す。愛宕郡衙の位置は現在不明である。愛宕郡条里については金

田章裕が現在の地割と文献史料から復元をおいて試みているが，それは京外においてである{”'・平安京に相当

する地域については文献・考古とも史料がなく，全く不明である。これは葛野郡，紀伊郡についても同様で，平

安京に相当する地域については全くわからない。

平安京以前の交通路についてもよくわからない(厳劉)。奈良時代の官道は平安京に相当する地域を通らない。し

かし，官道ではない古道があったことは十分考えられる。また河川交通ではおそらく鴨川，桂川，旧天神川，旧

堀川が主要な交通路としての機能を果たしたであろう。文献史料に登場する主要な港津には梅津，桂津，鳥羽津

があるが， これらの中に平安遷都前に遡り得るものもあるかもしれない。

愛宕郡内における郷は平安時代以降について判明している(雛35)。 「和名類聚抄』によれば賀茂郷，大野郷，小野

郷，蓼倉郷，栗野郷，出雲郷，上栗田郷，錦部郷，下栗田郷，八坂郷，鳥戸野郷，愛宕郷の十二郷がある。もち

ろんこれには平安京域に所在した郷名はない。奈良時代ならば，平安京相当域に郷が存在した可能性はあるだろ

うが，その郷名についてはほとんどよくわからない。 「六角堂縁起」に登場する「折田郷」が奈良時代の郷名の

唯一の例である。なお，愛宕郷は八坂郷・烏戸野郷の西で鴨川との間の地域であるが，岸俊男は平安京以前の愛

宕郷を鴨川左岸の平安京南東部と考えている(Mt")O
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また「延喜式」によれば式内社は賀茂別雷神社，出雲井於神社，賀茂御祖神社，出雲高野神社，賀茂山口神社，

賀茂波爾神社，小野神社，久我神社，末刀神社，須波神社，伊多太神社，貴布祢神社，鴨川合坐小社宅神社，鴨

岡太神社，太田神社，三井神社，大柴神社，高橋神社，片山御子神社の二十一座ある。いずれも平安京遷都前に

遡ると考えられる神社である。これら以外でも八坂神社が古い。また山路興造は平安京内の下京区西洞院通松原

下ルに所在する五条天神社が平安京遷都前に遡る神社ではないかとしている(誰諏)o

古代寺院について，六角堂を除けば平安京相当域に飛鳥・奈良時代の寺院はない。京都盆地に所在する飛鳥・

奈良時代寺院には広隆寺（葛野秦寺)，北野廃寺（野寺)，出雲寺，北白川廃寺（粟田寺)，法観寺（八坂寺)，珍

皇寺（愛宕寺）である。いずれも段丘上， ないし扇状地高位に立地している。六角堂は飛鳥時代創建の寺院とい

う伝承があるが，沖積低地に立地しており，立地からみればやや異質である。

そして郷と式内社，古代氏族の間の密接な関係は角田文衞･山路興造などにより指摘されている(砿38)。それは賀

茂氏と賀茂郷，賀茂別雷神社，賀茂御祖神社，賀茂山口神社，賀茂波爾神社，鴨川合坐小社宅神社，鴨岡太神社

で，いずれも賀茂川と高野川との間の地域に分布し，氏族の構成員はそこに居住していたと考えられている。高

野川上流の小野郷と小野神社，小野氏，賀茂川右岸の出雲路周辺の出雲郷，出雲井於神社，出雲高野神社と出雲

氏もまた同様である。氏神は不明であるが，愛宕郷と山代国造家もこれに準じて想定できる。それらは水陸交通

の要衝に位置し，かつ考古資料における古墳・飛鳥時代集落と古墳群・古代寺院の分布とも重なってくるように

みえる。京都盆地ではこのようなまとまりがいくつも認められる。

こうした目で見た場合，六角堂周辺はどのように見えるだろうか。六角堂の位置は①低地に位置しているこ

と，②主要な陸路に近接していない，③水上交通路として鴨川あるいは旧堀川を考えても水系から離れている，

④平安京遷都前に遡りうる神社が存在しない，⑤考古資料として周辺に奈良時代の集落の所在が未確認である，

⑥同じく古墳が未確認であることは，京都盆地における他の飛鳥・奈良時代の集落や古代寺院と大きく異なる。

このうち⑤⑥の点について今後の発掘調査により発見される可能性がある。また，②についても同様に確認され

るか，新たな視点による研究で付近に古道が推定されるかもしれない。しかし，それ以外にも3点も相違点があ

る。この地に集落があったかどうか，そしてその地名が「愛宕郡折田郷土車里」であるかどうか， さらにそこに

古代寺院があったかどうかはいずれも大いに問題があるといえる。

2．平安京遷都以降

(1)平安遷都以降の概要と六角堂の位置

延暦十三年（794）桓武天皇により長岡京から平安京に遷都された。盆地のほぼ中央，鴨川と桂川に挟まれた

底地に平安京は建設された。先述したように平安宮は船岡山周辺から延びる丘陵上に位置し，左京域はほぼ鴨川

扇状地上，右京域は天神川扇状地上にあった。しかし，右京域は左京域に比べ低湿地が多く広がり，平安中期は

人家力瀧れて，耕作地になったところが多かった。左京域は，八条・九条の一部が湿地帯のため開発がなされな

かったのを除けば，ほぼ全域に開発が及び，人が集住する空間となった。宮に近い北辺から三条あたりには諸司

厨町が所在し，皇族や有力貴族の邸宅が建ち並んでいた。 12世紀に入ると，左京一条以北， 白河，六波羅が開発

されて貴族や武士の邸宅が建ち並ぶようになる一方，左京は二条大路辺りを境として北と南に都市域が分離し始

めた。北の町は役人の居住の場，南は庶民的な商業の場として特徴づけられる。南の町は町小路を軸に三条町，

四条町，七条町で盛んに交易が行われた。これらは新興の交易の場として後世の都市空間の原型を形成した。室

町時代になり北の町は上京，南の町は下京とよばれるようになる。

平安京において調査地およびその周辺は平安京左京四条三坊十六町に位置する。九条家本「延喜式」所載『左

京図」によれば十六町は東西を烏丸小路と東洞院大路，南北三条大路と六角小路に囲まれた方一町である。六角

堂はそこに一町に満たない方形の区画に占地するとして描かれている。すなわち六角堂の寺域は北と東西道路か

らは距離を置き，南の六角小路のみに面している。この状況は古地図で判断する限り，現在に至るまで特に変化

がないと考えられている。そして十六町内の北・東・西にある六角堂境内外の土地には民家が建ち並んでいたと
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考えられている。

平安時代における十六町周辺の状況を見てみる。まず十六町の北，左京三条三坊十三町には白河法皇・鳥羽上

皇の御所であり，後白河天皇の里内裏であった三条東殿が，その西の同じく十二町には白河法皇・鳥羽上皇・待

賢門院藤原璋子らの御所であった三条西殿が所在した。北東の三条四坊四町は平安後期に以仁王の邸宅となった

高倉宮があった。西隣の四条三坊九町には三条南殿（三条桟敷殿）があり，平安後期には鳥羽法皇らの御所とし

て三条烏丸御所と呼ばれたりした。南隣の四条三坊十五町には平安後期に白河法皇近臣の藤原国明の六角東洞院

第があった。ここも一時は白河法皇に献上され御所となった。平安末鎌倉初期であるが，小山朝政の宿所が三条

東洞院に，平賀朝雅の宿所が六角東洞院にあったとされるからこの付近であろう。このほか隣接する町には居住

者が伝わらないところもあるが， この一桁も皇族の御所や上級貴族の邸宅が多いことから推測すれば，同様に利

用されていたのではないかと考えられる。

応仁の乱で左京のほとんどが焼け，壊滅状態となった。その後上京・下京を中心に徐々に復興していった｡ l6

世紀には自治組織である町組が生成し， これらが上京・下京をまとめていく基盤として成長した。上京・下京が

それぞれに土巣と堀を巡らせるなど惣構を建設し，協賊や戦乱に備えた。六角堂はこの中にあって下京の中心的

な施設であり，危急を知らせる早鐘が打ち鳴らされたりした。

その後京都は豊臣秀吉によって大きく改変される。秀吉は天正十四年(1586)に御土居を建設し上京・下京の

惣構を破却した。そして御土居の内では平安京以来の地割を変更し，聚楽第を建設，それを中心に武家・公家の

邸宅・寺院をそれぞれ集めて配置した。六角堂はこの中にあって位置が動くことはなかった。下京の中心部も町

衆の反発に配慮してか，地割の変更が及んでいない。

豊臣秀吉の京都改造により京都は聚楽第を中心とする城下町と化した。これは現在に至る京都の原型を形成し

たものである。江戸時代になり京都は御土居の中で都市域を充実させていったが，やがては祇園と一体化するな

ど御土居を超えて都市域が広がっていった。それは近現代に至り交通機関の発達とともにさらに加速して膨張し

ているといえるだろう。そしてその中でも中世以来の町組の伝統も生きており，明治時代には地方行政の下部組

織として機能したほか，現在でも祭礼の中心を担いつづけている。

（2）文献史料上の六角堂

ここでは臘谷寿氏が甲元真之編「平安京六角堂の発掘調査」 （財側法人古代學協會「平安京跡研究調査報告」

第2輯，京都，昭和52年）に収めた論考「文献よりみた六角堂」をもとに説明する。概略については略年表（第

1表）の通りである。

六角堂は正式には紫雲山頂法寺といい，六角堂は本堂の形に由来する通称である。本尊は如意輪観音である。

天台宗に属する。六角堂という名称は平安時代まで遡るが，頂法寺という名称が出てくるのはやや新しく，鎌倉

時代末に「元亨釈書」で初めて登場する。

創建については『六角堂縁起jにおいては六角堂が飛鳥時代聖徳太子の創建であることで諸本共通する。しか

し朧谷寿氏は，①『六角堂縁起」の成立は平安時代後期を遡らず，創建記事も信職性に欠ける,@10世紀中頃成

立の『聖徳太子伝暦」に登場せず, 13世紀前半成立の『聖徳太子伝私記」に登場する，③文献史料上の「六角堂」

の初出は「小右記」寛仁二年(1018)十一月二十二日条である。④昭和49～50年の第1次発掘調査で確認された

六角堂出土遺物の上限が平安中期であり，それ以前の逝物・遺構が遷都以前の弥生時代の所産である， という4

点から平安遷都以前の六角堂の存在に否定的で，平安時代中期創建の見解を示した。それは南に面する小路名

「六角小路」は六角堂に由来すると考えられるが，その文献上の初出は「親信卿記』天延二年（974）であるこ

とから，六角堂の創建時期を950～970年ごろと推測した。また創建の背景については，太子信仰と末法思想とが

作用したのではないかと推測するに留まり，将来の課題としている。そして創建の意義として職谷は平安京内に

建立された鮫初の私寺であったとしている。六角堂と|司様に京内の貴賎の信仰を集める寺院として革堂と因幡堂

もほぼ同時期の平安中期に建立されている。朧谷はこの時期はこうした寺院が盛んに建立されたとみている。
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第1表六角堂焼亡・再建関連年表

平安時代の六角堂は貴賎が盛んに参詣する寺院である。これは11世紀には既に始まっており, 12世紀太子信仰

および観音信仰の隆盛に伴って六角堂はますます多くの人の尊崇するところとなった。聖徳太子の六角堂創建を

記した「六角堂縁起」が成立するのは11世紀のことである。また，観音信仰の流行とともに三ヶ寺，七ヶ寺（七

観音)，十ヶ寺（十観音）詣でが成立するが，そのなかには常時六角堂は含まれていた。治承二年(1178)には

高倉天皇中宮徳子が六角堂に如意輪観音像を造進している。参詣ばかりでなく寄進もあった。

なお平安時代には天治元年(1125)十二月と康治二年(1143)十二月の2度火災により焼失している。康治二

年被災後再建された六角堂について『寺門高僧記」に「九間南向，本尊如意輪三尺金銅，願主聖徳太子［或記云，

金剛,三寸如意輪]｣と記載がある。この建物は，後世の絵画史料を参考とすれば六角堂を覆う覆屋と解釈される。

鎌倉時代の六角堂もたびたび火災により焼失した。鎌倉時代の間でも8度，ほぼ8年に1度の割合で焼失･し，

その度に再建されている。焼失の多さばかりでなく，その再建の速さも筋<べきである。これも民間の信仰を集

めていた証左であろう。再建について具体的に分かる事例は少ないが，建久四年(1193)焼失後の再建について

は建久五年に（｢百錬抄｣)，文永五年（1268）正月焼失後の再建については文永十年に棟上げが行われたことが

分かっている（『吉続記｣)｡

このころ六角堂は比叡山延暦寺の末寺になった。 「天台座主記」によれば建保六年(1218)九月に延暦寺僧が

和暦 西暦 主要事項

寛弘元年

寛弘四年以降
長元二年

承保二年

永久五年
天治二年
康治二年
建久四年
建久五年
建仁元年
承元元年

建保元年
建保三年
寛元四年
建長元年
文永五年
文永十年

文永十年

永徳二年
応永三十三年

永享六年

永享六年

永享八年
文安四年
文安四年
応仁元年
文明四年

永正六年

永正六年
元和元年
元和四年

寛永十八年
宝永五年
享保十三年
天明八年

元治元年

明治十年

1004

1008以降
1029

1077

1117

1125

1143

1193

1194

1201

1207

1213

1215

1246

1249

1268

1271

1271

1382

1426

1434

1434

1436

1447

1447

1467

1472

1509

1509

1615

1618

1641

1708

1728

1788

1864

1877

※行円が行願寺（革堂）を創建する。 1日本紀略』十二月-'一一日条; I権記』同

※この頃橘行平が平等寺（因幡堂）を創建する。
烏丸六角で火災が発生するが、六角堂は類焼を逃れる。 『小右記』九月十六日条
三条烏丸周辺で火災が発生するが、六角堂は類焼を逃れる。このため源俊房が六
角堂で調諏を修する。 『水左記』十月六日条； 『扶桑略記』同日条
三条烏丸周辺で火災が発生するが、六角堂は類焼を逃れる。 『殿略』十月二十九
六角堂焼亡。 『百錬抄』十二月五日条； 『中右記』同日条
六角堂焼亡。 『本朝世紀』十二月八日条
六角堂焼亡。 『百錬抄』十二月七日条； 『玉葉』同日条
六角堂上棟し,貴賎を問わず結縁する。 『百錬抄』六月十三日条
六角堂焼亡。 『猪隈関白記』十一月六日条
六角堂焼亡。 『明月記』四月五日条
六角堂焼亡。 『明月記』十月-卜五日条
六角堂焼亡。 『仁和寺日次記』十二月二十二日条
六角堂焼亡。 『葉黄記』六月六日条
六角堂焼亡。 『一代要記』三月二十三日条
六角堂焼亡。 『続史愚抄』正月二十四日条
六角堂棟上げ。 『吉続記』八月十二日条
十一月十一日六角堂本尊遷座。 『康富記』文安四年六月十八日条
六角堂内阿弥陀堂・太子堂焼亡。 『続史愚抄』閏正月二十六日条
中京焼亡。六角堂は延焼を逃れる。 『満済准后日記』正月十五日条
中京焼亡。因幡堂・万寿寺焼亡するが、六角堂は延焼を逃れる。 『看聞御記』二
月十四日条

六角堂焼亡。 『満済准后日記』三月十九日条； 『看聞御記』同日条； 『京城万寿禅
寺』同日条
六角堂立柱。 『看聞御記』六月二十七日条
六角堂再建。 『康富記』五月六日条
六角堂本尊遷座。 『康富記』六月十八日条
下京焼亡（六角堂焼亡か。 ） 『後法興院記』八月条
六角堂本尊遷座『親長卿記』十六年三月十九日条
六角堂鐘の鋳造のための勧進帳を任芸の謂により三条西実隆が清書する。 『実隆
公記』二月四日・十四日・二十一日条
六角堂の鐘が鋳造される。 『実隆公記』八月二十二日条
六角堂焼亡。 『京都坊目誌』 （『京都叢詩』所収）下京第4学区
六角堂焼亡。 『時慶卿記』八月六日・七日条； 『梵舜日記』同月八日条
六角堂再建。
六角堂焼亡。 『続史愚抄』三月八日条
六角堂再建。
六角堂焼亡。 『大島直良日記』正月三十日条
禁門の変による大火のため六角堂焼亡。 『竹内新之丞家文書「明治兵乱之記」 』
八月十九日条
六角堂再建
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強訴をした際に延暦寺末寺社が閉門している。そのなかに六角堂は含まれておりこの時までには延暦寺の末寺に

連なっていたことがわかる。こうした記事はこの後室町時代にも散見される。建仁元年(1201)親驚が参篭し聖

徳太子の夢告を得た有名な逸話があるが，その背景には延暦寺末寺としての関係が推測されている。

室町時代の六角堂は永徳二年(1382)閏正月，永亨六年(1434)三月，応仁元年(1467)八月の3回火災に

遭っている。永徳二年の火災は『続史愚抄」に「六角堂内阿弥陀堂太子堂等火,」とある。本堂以外の堂が存在

したことを示す史料にもなっている。永亨六年の焼失後の再建については文安四年(1447)に「地下人商売之徳

人」が夢想之告により出資しそれで本堂が完成し本尊を運び込むことができたという。応仁元年の火災は応仁・

文明の乱に伴う火災である。文明四年（1472）に本尊を遷座したことが史料中に出てくる。この年本堂が完成し

たと推測される。

六角堂と池坊の関係はこのころから判明する。池坊家は代々六角堂の執行職を務めた家であったが，文明年間

に専慶がでて以来池坊家は「華之上手」として有名になった。天文十一年専応が「専応口伝』を著し，華道とし

て成立した。池坊家の華道の家元が現在に至るまで六角堂の住職を務めている。

また六角堂は下京の中心としての役割を果たすようになった。天文元年(1532)に一向一摸が山崎で細川の軍

勢を打ち破り，京都に入ろうとした際に，下京の町衆は六角堂の鐘を打ち鳴らし参集したという。上京では革堂，

下京では六角堂がこのような中心となる施設であった。

江戸時代の六角堂は元和元年(1615),元和四年(1618),宝永五年(1708),天明八年(1788),元治元年

（1864）の5度火災に遭っている。このうち元和元年の火災では本堂は焼けていないらしい。しかし，かなり傷

みが進んでいたようで元和四年までにたびたび補修を受けている。元和四年の火災では本堂が焼失し，寛永十八

年（1641）に再建されている。宝永五年，天明八年，元治元年の火災はいずれも京都の大火災に伴うものである。

宝永五年の火災後，享保十三年(1728)に再建されている。元治元年の火災は禁門の変に伴う火災である。再建

は明治十年(1877)である。近世初頭に整備された西国三十三ケ所巡礼はやがて流行し，六角堂はその二十九番

札所としても参詣客を集めるようになった。そしてそれは現在まで続いている。また，華道家元の所在地であ

り，池坊家の華道家元が代々住職を務めている。

（3）六角堂境内周辺における発掘調査成果

六角堂が所在する平安京左京四条三坊十六町の調査事例について説明する。この区域についてこれまでに発掘

調査は6回，試掘調査3回，立会調査7回行われている（第3 ． 5図，第3表参照)。この他，周囲の町につい

ても調査は多数行われている。この結果，六角堂の四至と周辺の宅地の状況とその変遷がかなり明らかにされて

きている。

まず六角堂についてであるが，発掘調査がすでに2度古代学協会により行われている。

第1次調査は昭和49年10月から昭和50年6月に頂法寺会館建設に先だって行われたI縦39)。六角堂境内の北西部

の約530㎡である （第3図1)。焼土層が確認され，そのうち宝永五年，天明八年，元治元年の火災に関わる焼土

層をほぼ特定することができた。そして元治元年焼失の旧池坊邸跡と考えられる幕末の礎石建物および池，井

戸，天明八年焼失と考えられる江戸後期の建物跡と庭園跡，宝永五年焼失の建物の礎石，庭園跡，江戸前期の礎

石，石組遺構，竃跡，暗渠跡，平安時代から室町時代にかけての土坑，平安後期から室町時代前半の東西溝を確

認した。東西溝は幅l.2m,深さ50cmの断面U字形の満で，六角堂の北限を区画する溝と考えられた。なおこの満

は北三門と北四門の境界線上に位置する。

第2次調査は昭和52年6月20日から7月10日に頂法寺宿泊施設池坊花心苑の建設に先立って行われた(磯ｲ0)。調

査区域は六角堂境内の南東部の60㎡である(第3図2)。第1次調査と同じく江戸時代の火災に伴う層を確認した

ほか，溝1条，土坑4基，柱穴5基を確認した。柱穴は六角小路北側築地に伴う遺構，溝は東西溝でこの築地の

うち溝と推測された。また平安末から鎌倉期の土坑1基確認され，土器類，瓦類がまとまって出土した。ほかは

室町後期，あるいは近世初頭の土坑である。
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第5図周辺の発掘調査地位置図(1/2500)

(●：試掘調査，▲：立会調査。番号は第3表と対応する｡）

十六町内六角堂の周辺では4ヶ所で発掘調査が行われている。六角堂北では平安京左京三条四坊跡発掘調査団

（代表：江谷寛）により2ヶ所発掘調査が行われているが未報告で詳細はわからない（第3図5 ． 6)。西四行

北一門から北二門に相当する地区の調査において三条大路の南側溝が確認されているという(第3図5)。また江

戸時代初頭の大般若経転読札が出土している(ﾙ''1。また西二行から西三行で北二門に相当する地区の調査では西

二行と西三行の境界にあたるところで小道が検出されているという(”) （第3図6)。六角堂西では地下鉄烏丸線

建設に伴う発掘調査で，西一行北八門において平安後期の六角小路道路敷と北側溝，土坑群が確認されてい

る“3) （第3図8)。六角堂東では京都市埋蔵文化財研究所により1ヶ所発掘調査が行われている(“)。西四行北

四門から北五門に相当する地区である（第3図7)。ここでは平安後期の井戸，室町時代の塀跡・門跡が確認さ

れている。
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図註 ．

第2図：京都市文化市民局文化部埋蔵文化財センター「京都市遺跡地図」 （京都，平成15年）に加筆。

鋪3図：平成lO年測髄京都市1/1000都市常l･画図に加繁した

第4図：前掲註l石田論文第3図を縮小・再トレースの上，調査地の位置を加筆した。

第5図：京都市都市計画局作成平成lO年測斌京都市l/2500都市計画図に加筆した。
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第2章調査の経過

第1節発掘にいたる経緯

平成5年に宗教法人頂法寺は池坊会館の増改築工事を計画した。これを京都市に申請したところ，京都市埋蔵

文化財センターより建設に先だって発掘調査を行うよう指示があった。このため宗教法人頂法寺はこの発掘調査

を財側法人古代學協會・古代學研究所に依頼した。古代學協會では京都市埋蔵文化財センターと工事の主体とな

る鹿島建設とを交えて，数度協議した結果， これを受託することとした。計画では発掘調査は2回に分けること

とし， 1回目の発掘調査，すなわち六角堂第3次調査は平成6年5月開始， 2回目，すなわち六角堂第4次調査

は平成7年度に行うこととなった。
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六角堂第3次調査は平成6年5月に準備を始めた。 5月10日に宗教法人頂法寺との間で契約書締結，京都市埋

蔵文化財センターへ関係書類の提出を行った。そして5月16日より発掘調査を開始した。

六角堂第4次調査は平成7年12月に準備を始めた。 12月に発掘調査対象地にある建物を工事主体の鹿島が解体

した◎翌平成8年1月11日に古代學協會と宗教法人頂法寺との間で契約書締結，京都市埋蔵文化財センターへ関

係書類を提出した。そして1月16日より発掘調査を開始した。

第2節調査地と調査区

第3次調査の対象地は六角堂境内の住心院と太子堂のあった場所で，六角堂境内の北部から北東部にかけての

地区である。面積は約800㎡である。発掘調査区は面的にはクランク状を呈するが,建設工事の都合上,東西にこ

れを2つの地区に分けて掘削せざるをえなかった。こうして分けられた地区を便宜的に西をI区，東をⅡ区とす

る。また, I区．Ⅱ区を合わせた調査区全体に，平面直角座標系第Ⅵ系の座標にあわせた4m四方のグリッドを

設定した。そして東西方向をA～Iまで，南北方向に1～16までの名称を付し，各グリッドの名称はこれらアル

ファベットとアラビア数字の組み合わせで示すこととした（第6図)。

第4次調査は住心院の南端の一部と六角堂に隣接する愛染院の場所に当たり，六角堂の東に隣接する（図版

89)。面積は約500㎡である。発掘調査区は面的に北東隅を欠く長方形である。かけた部分とそうでない部分とで

東西にわけて，便宜的に東区，西区とした。また， この調査でも東区・西区を合わせた調査区全体に，平面直角

座標系第Ⅵ系の座標にあわせた4m四方のグリッドを設定した。そして第3次調査とは別に，新たに東西方向を

A～Iまで，南北方向にl～6までの名称を付し，各グリッドの名称はこれらアルファベットとアラビア数字の

組み合わせで示すこととした（第6図)。

第3節発掘調査体制

発掘調査の体制は以下の通りである。

第3次調査

調査主任：江谷寛（財團法人古代學協會・古代學研究所教授）

調査員：西田泰民（当時財團法人古代學協會・古代學研究所助手，現新潟県立歴史博物館学芸員）

前川佳代（当時財團法人古代學協會・古代學研究所嘱託，現京都造形芸術大学講師）

調査補助員：浜田竜彦，嘉幡茂，龍野和也，渡辺直哉，黒崎充，池田和歌子

現場委託作業員：橋本組，株式会社リンク

基準点移設： （財）京都市埋蔵文化財研究所

写真測量：日開調査設計コンサルタント株式会社

整理作業員：下村順子，千喜良淳，土静江，西村典子，美濃久子, lll田喜代子

第4次調査

調査主任：江谷寛（財團法人古代學協會・古代學研究所教授）

調査員：桐山秀穂（当時財團法人古代學協會・古代學研究所嘱託，現同助手）

調査補助員：嘉幡茂，井上宗嗣

現場委託作業員：株式会社リンク

基準点移設： （財）京都市埋蔵文化財研究所

写真測量：日開調査設計コンサルタント株式会社

整理作業員：下村順子，土静江，西村典子，美濃久子，山田喜代子
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第4節発掘経過

第3次調査

平成6年5月23日に開始し， 9月9日に終了した。 5月23日から重機により表土剥ぎを行った。 5月30日より

遺構検出を行い， 5月31日より遺構検出に併行して掘り下げを開始した。 8月30日に全景写真の撮影と写真測還

を行った。 9月9日には現場の作業を終了し，同日撤収した。調査面積は約800㎡である。

整理作業は発掘調査終了直後より翌平成7年4月までに，遺構図面の整理及びレイアウト，遺物の洗浄･復元・

注記・抽出・実測までを行った。報告書の作成については第4次調査の成果と合わせて報告するため，それまで

待つこととなった。

第4次調査

平成8年1月16日に開始し，同年3月2日に終~rした。 1月16日から18日に南側通路部で試掘調査を実施し

た。重機により長さ8m,幅2.5mのトレンチを一本設定し掘り下げ，断面の観察を行った。実測後埋め戻した。

引き続き1月22日から本調査を行う。22日から30日に璽機による表土剥ぎを行う。ここでは後述の第5層までを

重機により掘削した。 1月23日より遺構検出を開始し， 24日より併行して遺構の掘り下げを開始した。東区につ

いては2月7日までに第6層上面の遺構の精査・実測を終了し， 2月8日と12日に重機を入れて第6層の掘り下

げを行った。そして13日より遺構の検出･掘り下げを再開した。 2月28日に全景写真の撮影と写真測鐡を行った。

3月2日には現場の作業を終了し，同日撤収した。調査面積は約500㎡である。

整理作業は平成8年4月より開始し，平成9年3月にいったん終了した。遺構図面の整理及びレイアウト，遺

物の洗浄・復元・注記・抽出・実測までを行った。

そして平成17年1月に再開し，平成17年度末までに第3次・第4次調査の報告書を刊行することとなった。
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第3章第3次調査試掘調査

第3次調査の本調査に先立って試掘調査を行った。

位置は六角堂境内の南西部，現在のウェスト18ビルの

立っているところである。長さ9m,幅3.8mのトレン

チを設定し，重機により地山面まで掘り下げて，地山

面上の遺構と断面観察による土層の堆積状況の確認を

行った（第7 ． 8図)。その結果，地山面は地表面よ

りl.9mの深さで確認した。そして地表面から1．7m下

までは天明の大火以降の焼土層および盛土層で，その

~ド地山面までは平安時代の包含層を江戸時代前期の遺

構が多数切っている状況であった。地山面上における

遺構はトレンチ南部に1基の落ち込みとその中に6基

の土坑を確認した。 トレンチ中央部はまず元治元年大

火時の大きな瓦溜が地山面にまで達しており，地山面

上の遺構は確認できなかった。落ち込みと土坑はいず上の遺構は確認できなかった。落ち込みと土坑はいず

肉

六角通

b l －－－－－－－－－－

0 10m
ー一

れも瓦溜に切られており， またこれらの遺構は出土通
第7図第3次調査試掘トレンチ平面図(1/500)

物から江戸時代前期・中期の遺構である。これ以前に

ついては， トレンチ南端部に一部平安時代と推測される包含層が小さく残っていたほか，遺構については確認で

きなかった。出土遺物は少量のての字状口縁の土師器皿が出土したほか，江戸時代以降の土師器皿，陶磁器類，

瓦などである。

A C
1 表土

2焼土・礫
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第8図第3次調査試掘トレンチ断面図(1/100)
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第4章第3次調査の層序と遺構

第1節層序の概要

基本土層の観察はI区．Ⅱ区それぞれの北壁・東壁にて行った（第9 ・ 10図)。今回の調査では平安～室町時

代の堆積層は認められずほとんど同一面から遺構が掘り込まれていた。室町時代後半に1度整地がなされてお

り，その層が存在する。そして江戸時代以降については焼亡するごとに整地がなされ，それも土層として確認し

た。江戸時代の土層については既に第1次調査に確認されており今回の調査はそれをほぼ追認している。

基本層序は7層に分けられる。

I層：表土層である。

明治十年の再建の整地層である。コンクリート ・バラスなどを含み若干の撹乱を受けている。

Ⅱ層：江戸時代末の元治元年(1864)焼失時の整地層及び遺構埋土である。第1次調査の第1焼土層を含む。

焼土，瓦を多量に含む。

Ⅲ層：江戸時代後期の天明八年（1788)焼失時の整地層及び遺構埋土である。第1次調査の第2焼土層を含む。

これは厚さ30cmほどの焼土を含む層と含まない層が，南から北に向かって低くなるように傾斜して，交互に堆

積している状況が見て取れる。南から北に向かって整地がなされたことがわかる。

Ⅳ層：江戸時代中期の宝永五年(1708)焼失時の整地層及び遺構埋土である。第1次調査の第3焼土層を含む。

V層：褐色土層。江戸時代前期の元和四年(1618)焼失時の整地層である。第1次調査の第4焼土層と対応す

る。焼土を含むがそれ程多くない。

Ⅵ層：灰褐色土層。室町時代後半の整地層である。調査区の大半において遺構に破壊されており，遺構の間に

わずかに残っていた。第1次調査の第5焼土層に対応する。瓦は多量に含むが，焼土は多くない。

Ⅶ層：黄褐色土層。地山である。

第2節遺構の概要

今回の調査で発見された遺構は江戸時代太子堂の遺構のほか，塀2条，井戸16基，溝13条(I区7条， Ⅱ区6

条)，土坑150基(I区138基， Ⅱ区12基）である（図版1 ．81．82)◎予算と期間が限られた調査であったため，

重機によってⅥ層上面まで掘削し，その面で遺構の検出と精査を行った。Ⅵ層は遺構の掘り下げの中で，人力に

より掘り下げた。遺構の概要はⅥ層上面での状況である。なお，遺構番号についてI区とⅡ区とではオーダーを

別にして番号を振った。したがって例えばSKO1はI区にもⅡ区にも存在する。報告ではⅡ区の遺構にのみ， Ⅱ

区SKlのように， 「Ⅱ区」を冠して表記することにする。

遺構は大きく4時期に区分できる。江戸時代，鎌倉時代～室町時代，平安時代，縄文・弥生時代である。

江戸時代の遺構にはI区で塀2条，井戸7基，土坑43基， Ⅱ区で太子堂遺構と土坑5基がある。

I区では中央やや南よりに東西方向の塀SAlが見つかっている。そしてこれより北側に井戸の多くが分布し

ている。また，塀の北側に，塀と平行に土坑が特に集中し並んで形成されているが， これはごみ廃棄用の土坑で

あろう。また土坑についてこのほかは調査区全体に分布しているが，いずれも2次焼成を受けた遺物や炭，焼土

を含むことから大火に関わるごみ廃棄用の土坑である。土坑についてはこのうちSK6, SK7, SK72, SK

113の4基を取り上げ，次節で詳説する。

太子堂の通構はⅡ区の北半部に位置する。太子堂と考えられる建物跡と池跡，橋跡から構成される。建物跡は

建物全体の東南部を中心に検出したが，後世の遺榊により撹乱されており残存状況が極めてよくない。柱穴が
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第3節 I区の遺構

1．平安時代後期の遺構

溝SD1 (第ll図）

溝SDlはI区中央部, D4 ． E4に位置する東西溝である。所々後世の遺構に切られ全形を留めないが，ほ

ぼ正東西方向に直線的に伸びる満である。西端は調査区西壁に当たり，調査区外へさらに伸びる。東端も同様に

東壁の外へさらに伸び，調査区外へ続く。幅0.7～l.5m,深さ50cmで断面逆台形を呈する。

埋土は2層に大きく分かれる。いずれも埋め戻された土で，機能時の堆積層はよくわからない。

出土遺物には土師器，須恵器，緑釉陶器，灰釉陶器，瓦器，常

滑， 白磁，瓦類の破片が出土している。この所属時期は平安時代

後期, 11世紀末から12世紀後半である。

井戸SE10 (第12図，図版83)

井戸SE10はI区中央部,E8に位置する。掘形は南北3.54m,

東西3.lm,深さ2.4m以上を測り，平面形は楕円形を呈する。この

底面にはl辺l.4～l.5mの方形に木枠が組まれ，その内側が26cm

ほど掘り込まれている。さらにその中央には直径70cmほどの曲物

が埋設されており，その内部がさらに30cm以上掘り込まれてい

る。この埋設された曲物は井戸底の水溜めの施設である。なお木

X=-110,36』

I
I

④1
Y=-21,616

＋
Ｉ
１
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
ｌ

/｜
／ ／
ノ 1
| | Y=~2:'@

X=-110,976

＋－

a

，

aa

21.620

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

’0

11m a
－

閉
‐

9

aa

1 黄灰色土
2暗灰色粘土(黄灰色粘土ブロックを含む｡）

第11図溝SDl平面図．断面図(1BO) 第12図井戸SE10平面図・断面図(1/30)



第4章第3次調査の層序と遺構 23

枠検出時に木枠内には幅12cmほど，長さ30cmほどの木板の破片がかなり堆積していた。井戸枠を抜き取ったのち

に廃棄したものと考えられる。このような状況と井戸底の状況から井戸枠の構造は方形横桟縦板組と推測され

る。しかし，井戸枠は抜かれ，具体的にはわからない。そして井戸枠が抜かれた後に廃棄物とともに埋められて

いる。

出土遺物には土師器，須恵器，緑釉陶器，灰釉陶器，白磁がある。遺物の所属時期は10世紀から11世紀であり，圃器，白磁がある。遺物の所属時期は10世紀から11世紀であり，

井戸はl1世紀には埋没したのであろう。

井戸SK43 (第13図，図版84上）

井戸SK43はI区北西部, B2に位置する。遺物が集中して

いたため，検出時は土坑として取り扱ったが，遺構の詳細が判

明するにつれ，井戸であることがわかった。東側一部を江戸時

代の土坑SKO7に切られている。この遺構の南端は調査区南壁

より外にあるが，南北2.2mが確認できる。東西は3.01m,深さ

2.06mで平面形はほぼ円形を呈する。遺構はまず深さ1.67mま

で円筒状に掘り込まれ， この底には井戸底の構造が残存してい

る。底の中央に1辺64cmの方形の木組がなされその中が46cmほ

ど落ち込む。この木組の落込みは井戸の水溜めの施設である。

中央の木組の周りには直径10cm前後の礫が敷かれており，その

外をさらに1辺1.1mの方形の木組により囲まれている。こう

した井戸底の構造から井戸枠の構造は方形横桟縦板組と推測さ

れる。 しかし，井戸枠は抜かれ，具体的にはわからない。そし

て井戸枠が抜かれた後に廃棄物とともに埋められている。

埋土は7層にわかれる。第7層が井戸の機能時の堆積土を一

部含んでいると考えられるが，それ以外，第1層から第6層は

井戸を埋めた際の埋土である。第1層上面において土師器皿が

まとまって出土している。また第3層下部でも礫に混じって土

器など遺物が大量に出土している。

出土遺物は土師器など土器類が中心である。土器の所属時期

から遺構の時期について埋めたのは，平安時代後期である。

井戸SK92 (第14図，図版85)

井戸SK92はI区南部, F10に位置する。遺物が集中してい

たため，検出時は土坑として取り扱ったが，遺構の詳細が判明

するにつれ，井戸であることがわかった。この遺構の東側一部
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は土坑SK121に，南側一部を江戸時代の井戸SE11に切られる。南北2.4m,東西は2.3mで平面形は方形を呈す

る。深さ1.62m｡逝構はまず深さ1.14mまで断面箱状に掘り込まれ， この底の中央にはさらに’辺1.2m,約40cm

の方形の掘り込みがある。この掘り込みは井戸の水溜めの施設であろう。木枠など施設の痕跡は検出できなかっ

た。井戸枠や水溜めなどの施設が抜かれた後埋められたと考えられる。しかし具体的にはわからないが， こうし

た遺存状況から井戸枠の櫛造は方形横桟縦板組と推測される。

埋土は8層にわかれる。第8層が井戸の機能時の堆積土を一部含んでいると考えられるが，それ以外，第1層

から第7層には地山のブロックが混じり井戸を埋め戻した際の埋土である。第1層上面において土師器皿がまと

遺物出土状況（ 1層内) Y=-21,605
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まって出土している。

出土遺物は土師器など土器類，瓦が中心である。土器の所属時期から遺構の時期について埋め戻したのは，平

安時代後期である。

土坑SK58 (第15図，図版86上）

土坑SK58はI区北西隅, A2に位置する。土師器皿が埋納された土坑である。平面形は長径58cm,短径25cm

程の楕円形を呈する。長軸は北西一南東方向である。東端の一部を土坑SK5に切られる。深さは3cmと非常に

浅く，断面形も皿状で立ち上がりが明確でない。ここからは平安時代後期の土師器皿が14枚，重なった状態で検

出された。いずれも正位で置かれていた。出土遺物は土師器

lⅢで平安時代後期, 11世紀中葉のものである。

土坑SK129 (第16図，図版86下）

土坑SK129はI区北西部, C3に位置する。平安時代後

期の九州系瓦，播磨産瓦がまとまって出土した土坑である。

南壁沿いに検出され南端は調査区外である。南北0.62mが確

認できた。また，遺構の東側を土坑SK7に切られており，

東西方向では1.05mが残存している。遺構の平面形は以上の

ように全容が掴めないが，おそらく方形を呈するものと思わ

れ，その北東部分を検出していると見られる。断面形態もお

そらく逆台形を呈するものと推測される。底面はやや起伏が

あるようで安定していない。埋土は暗褐色土であり，おそら

く一気に埋め戻されたものと見られる。出土遺物には土師器

1111,須恵器， 白磁，瓦がある。瓦は軒丸瓦，軒平瓦，丸瓦，

平瓦が完形も含めて出土した。所属時期は土器・瓦とも平安

時代後期， 12世紀前半である。土器と瓦の年代が近いので，

瓦は使用されたものではなく，何らかの理由で使用前に埋め
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られた可能性が高い。

土坑SK130 (第17図）

土坑SK130はI区南部で井戸SK92の南西, E11に位置する。平面形は長径1.42m,短径0.76mの楕円形を呈

する。長軸は北東一南西方向である。深さは66cmで，断面逆台形を呈するが，北東側に中位に段がある。出土遮

物には土師器皿，須恵器，灰釉陶器があ

る。平安時代後期の遺構である。

2．鎌倉時代～江戸時代前期の遺構

"SD2・SD3 (第18図）

溝SD2･SD3はI区中央部, D6･

E6．F6に位置する東西溝である。井

戸SE6などいくつかの遺構に切られて

いる。直線的な溝であるが，方向は正東

西方向よりもわずかに北に振る。西端は

西壁に当たり，調査区外へ続く。東端は

江戸時代の土坑SK47に切られてよくわ

からないが，おそらくさらに東に伸び，

調査区外へ続くものと推測される。幅

0.46～l.05mで，断面浅い逆台形を呈す

る。埋土は2層に大きく分かれる。これ

はまず瀞は掘られ，埋没した後再び同じ

場所に同じような溝が掘られたためであ

る。そこで上層をSD2,下層をSD3

とした。溝SD2は16～17世紀，溝SD

3は14～15世紀の遺物が出土している。

溝SD4 (第19図，図版87)

ifSD4はI区北部中央, Cl･C2

に位置する柱穴列を伴った南北溝であ

る。溝は直線的な溝であるが，方向につ

いて正南北方向よりわずかに東に振る。

北端は土坑SK42に切られよくわからな

いが，おそらく北にさらに伸び，調査区

外へ続くと推測される。南端は南壁に当

たり，調査区外へさらに続く。溝は幅0.6

m,深さ30cmほどで断面逆台形を呈す

る。柱穴はこの溝のほぼ底面付近におい

て4基確認されている。直径40～50cm,

深さ60cmほどの柱穴がl.1m間隔で並ぶ。

北2基の柱穴には柱の抜き取り痕跡が明

確である。これは溝に先行して塀が設置

されていたことを示している。塀はその

廃棄にあたり柱を一部は抜き取られ，そ

遺物出土状況 Y=-21,624
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の後櫛が掘られているようである。櫛の検出面では廃棄された礫や土器類が多数見つかっている（第19図上)。

出土遺物には土器・陶磁器類がある。鎌倉時代から室町時代のものである。

井戸SE12 (第20図，図版84下）

井戸SE12はI区南部,E9に位置する。平面形は直径l.24mの円形で,深さはl.08mである。掘形は円筒状で

壁はややオーバーハング気味の個所もあるが，ほぼ垂直に立ちあがる。この底面は平坦であるが，中央やや北西

よりに61cm,深さ9cmの浅い円形のくぼみがある。このくぼみは水溜めの施設の痕跡と考えられる。井戸枠など

の施設は抜き取られており，残っていない。井戸の具体的な形態についても遺存状態からはよくわからない。埋

井戸枠など
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土の状況から井戸枠を抜き取った後埋められたと考えられる。

出土遺物には土師器皿，灰釉陶器，白磁，銭貨がある◎鎌倉時代から室町時代のいずれかの時期のものである。

土坑SK7 (第21図）

土坑SK7はI区北西部南壁沿いのC2に位置する。井戸SK43と土坑SK129を切って形成されるが，調査

区南壁により北半部の確認に留まった。遺構は調査区外の南方に広がる。南北方向はl.lmの確認に留まる。東

西幅は2.06mで，おそらく平面形は円形に近くなると推測される。深さは0.93mで，断面形は逆台形である。この

遺構の形状から井戸の掘形の可能性もある。

埋土は5層に分かれる。いずれも土器・陶磁器，瓦など廃棄物を含む。

出土遺物には土師器皿，焼塩壺，瀬戸美濃，丹波，瓦

がある。17世紀前半のものである。

土坑SK72 (第22図）

土坑SK72はI区中央東壁沿い, F7に位置する。溝

SD5,土坑SK71 ･ SK77・ SK82を切って形成され

る。また調査区東壁のため，西部のみを確認したに留

まっている。遺構は調査区外， さらに東へ広がる。東西

は2.95m確認した。南北幅は最大で2.46mある。平面形

は，一部確認できないが，方形が2つ連なっているよう

な形になると見られる。深さl.4mで，断面形は逆台形を

呈する。南側の壁の立ち上がり方が急なのに対し，北壁

の立ち上がり方は比較的緩やかである。遺物に被熱した

瓦や焼土，炭が多く含まれていることから， この土坑は

火災後の廃棄土坑であろう。

出土遺物には土師器，瓦質土器，常滑，丹波，瀬戸美

濃，唐津，瓦がある。 17世紀前半のものである。

土坑SK102 (第23図）

土坑SK102はI区中央部, D8に位置する。平面形

は長径l.54m,短径l.3mのややいびつな楕円形である。

深さは13cmで，断面形は非常に浅い皿状を呈し，立ちあ

がりは明確ではない。出土遺物には土師器皿，瓦質土

器，唐津，瓦などがある。 16世紀末のものである。

土坑SK109 (第24図）

土坑SK109はI区中央部西壁沿い, D7･D8に位置

する。遺構は西壁にかかり，西にさらに続く。したがっ

て調査できたのは東半部のみである。東西l.2mは確認

できている。南北2.68mで平面形はほぼ長方形を呈する

ものとみられる。深さは18cmで，断面形は浅い皿状を呈

する。立ち上がりはあまり明確ではない。出土遺物には

土師器皿・鍋，古瀬戸卸皿，青磁，瓦などがある。 17世

紀前半の遺物が混じるが， 15世紀中葉の遺構と考えられ

る。
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土坑SK122 (第25図）

土坑SK122はI区南端中央,Fllに位置する。遺櫛は南壁にかかり，南へさらに続く。 したがって調査できた

のは北半部のみである。南北l.7mは確認できている。東西は3.35mで平面形はほぼ台形を呈するとみられる。検

出しているのはその広端部である。深さは39cmで，断面形は逆台形である。出土遺物には土師器皿，須恵器， 白

磁，瓦などがある。 14世紀前葉のものである。

3．江戸時代中期～後期の過榊

塀SA1 (第26図）

塀SAlはI区中央部, D8･E8･F8に位置する。東西方向の塀であるが，正東西方向よりわずかに南に

振る。 9基の柱穴列であるが，東西とも調査区外へさらに続くとみられる。柱穴は平面形は円形であるが，直径

32～58cm,深さ10～44cmとややばらつきがある。底面レベルも36.88～37.04mと幅がある。間隔も0.8～l.5mとば

らつき，列も直線というにはやや不揃いである。塀も1本ではなく，建て直しの結果数本が重なり合って現在目

にする遺構となっていると考えられる。 しかし，それを分離して示すことはできなかった。

井戸SE4 (第27図）

井戸SE4はI区中央部, E5･E6に位置する石積井戸である。井戸SE6,土坑SK3 ・ SK38･SK48

を切って形成されている。掘形は平面形が直径l.6mの円形を呈する。深さは2.43mを測るが，底から1.12mまで

井戸SE6,土坑SK3 ・ SK38･SK48

深さは2.43mを測るが，底から1.12mまで

石積およびその底部の根木が残存する。そ

れより上は石が抜かれており，その後埋め

戻されている。残存する石積み井戸枠は平

面形が直径0.85mの円形を呈する。石積み

は15～20cmの石を，面を内側にして積上げ

られており， 5段分残存している。その下

に根木が残存する。根木は直径12cm,長さ

l.lmないし0.7mの丸太を方形に組んで据

えられていた。

出土遺物には土師器皿，肥前陶磁，瓦な

どがある。 18世紀のものである｡

井戸SE8 (第28図）

井戸SE8はI区北部, D2に位置す

る。平面形は長径l.16m,短径0.9mの楕円

形を呈する。長軸は南北方向である。深さ

はl.26mであるが，平面形が直径42cmの円

形の底面は南端による。南北断面で見れ

ば，南壁は垂直に近く底面より急に立ち上

がるが，北壁は底面から約40cm急に立ちあ

がった後，幅40cmほどの平坦に近い斜面が

あり，そこから再び急に立ち上がる。つま

り底面に近いところでは直径40cmほどの円

筒状に掘り込まれており，その北側にこれ

とは別の大きな掘り込みあると考えられ

る。底面に近い部分は本来の井戸の痕跡

で，北側に広がる掘り込みは井戸枠を抜き

Y=-21,619

＋
5

ダ
aL

⑭

’ ～

a

第27図井戸SE4平面図・断面図(1/30)
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第29図井戸SEll平面図・断面図(1BO)第28図井戸SE8平面図・断面図(1/30)

取った痕跡と推測される。井戸枠など井戸の施設は見つからなかった。

出土遺物には土師器皿，瀬戸美濃， 白磁，青花などがある。江戸時代前期, 17世紀のものである。

井戸SE11 (第29図）

井戸SEllはI区南部, F10に位置する石積井戸である。井戸SK92を切って形成されている。検出面まで石

積が残り，その井戸枠は直径1.23mの円形を呈する。深さは2.3m以上ある。石積は幅15～25cm,厚さ10～25cmの

石を12段穂上げている。股下部は桶を埋設して水溜めとしている。

出土遺物には土師器，肥前陶磁，瓦，銭貨などがある｡ l8世紀～19世紀のものである。

4．縄文・弥生時代の遺構

流路SD6 (第30･31図）

流路SD6はI区北東隅から南流し, I区中央部で南西方向へ曲がり西流し調査区外に延びる。平安時代以降

の過構に至るところで切られているが,幅2.4～4.1m,深さ84cmが残存する。断面は皿状を呈し，埋土は砂あるい
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1 灰色礫層（下部に灰色砂または淡褐色砂を含む）
P

aa

1 淡黄褐色粘土

2無味を帯びた淡黄褐色土（礫を含む）
3黒味を帝ぴた淡黄褐色シルト
4 淡黄褐色シルト

5黒褐色土（礫を含む）
6淡黒褐色砂
7黄味を帯びた黒褐色砂

ﾛ･ﾛ貼刊等:､:･忠･典､平･･･・

流路SD7

b b' 6 ""MM｡ｰ,ー…'郡一,ソ
8淡黄褐色シルト
9黒褐色砂
10黒褐色士（礫を含む）
11 砂礫（黒褐色土を含む）

8 12淡黄褐色シルト
13黒褐色土（礫を多掻に含む）
14淡黄褐色シルト （12より細かい）
15黒味を帯びた黄褐色シルト
16暗褐色粘土・淡黄褐色粘土・砂礫の互厨
17黙褐色士
18淡黄褐色粘土
19淡黄褐色シルト
20砂礫（淡黄褐色シルトを含む）
21 黄味を帯びた黒褐色シルト
22黒褐色粘土と砂礫の互層

SD7断面図(1/30)第31図流路SD6
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は礫の互層である。出土遺物には縄文土器と弥生土器，チャート剥片がある。弥生前期後半には完全に埋没して

いる。

流路SD7 (第30･31図）

流路SD7はI区中央部から南流し，南壁に当たり調査区外に延びる。これも平安時代以降の井戸や土坑なとﾞ

に切られているが, I"3.5m以上，深さ1.8m以上が確認できた。断而は逆台形を呈する。埋土は砂あるいは礫の互

層である。出土遺物には縄文土器と弥生土器がある。これも流路SD6と同様，弥生前期後半には埋没する。

第4節Ⅱ区の遺構

1．鎌倉時代～江戸時代前期の遺構

溝Ⅱ区SD4 (第34図）

溝Ⅱ区SD4はⅡ区北部, H11 ･ 111に位置する東西溝である。太子堂の池の下層より見つかった。東西はそ

れぞれ東壁，西壁にあたり， と．ちらも調査区外へさらに伸びる。満の方向はほぼ正東西方向である。幅0.9m,深

さ約40cmで断面浅いU字状を呈する。埋土は3層に分かれる。上層は礫や被熱した瓦片を含む灰褐色粘土屑，中

層は土師器片を含む青灰色粘土層，下層は青灰色砂層である。上・中届は厚さ15cmほどあるのに対し，下層は2

cmほどの厚さである。中・下層が識の機能時の堆積層と考えられるが，粘土が堆積していることから，水流はか

なりゆるやかであったことが推測される。これは導水用の櫛というよりもむしろ池などに通じる園池の一部の瀧

の可能性が高いと考えられる。

出土遺物には土師器111 ･瓦などがある。 14世紀後半のものと考えられる。

土坑Ⅱ区SK6 (第32図) X=-110,407

土坑Ⅱ区SK6はⅡ区南東隅, 115･ 116に位置す

aに弧／る。南端・東端は調査区外にあり断定できないが，平

面形方形を呈すると思われる。東西，南北とも2.2mが

確認できた。深さは80cmで，壁はややオーバーハング

気味に立ちあがる。底面は平坦である。埋土は15層に

分かれるが，大きく廃棄物を含む層と，それを埋める

土層に分かれる。底面に近い層は土器・陶磁器類，被

熱した瓦類など廃棄物とともに焼土，炭を多量に含 2
3

~'｡，

④
Y=-21,6q斗
賠褐色士
競褐色シルト
蝋色シルト

－

一

む｡最上層はこれに対し遺物がほとんど含まれず, ま ：雛’ﾙﾄ
た,層の厚さも30~40cmと他の層に比して厚い｡土坑 ：雛鮭

（粘性が強い）
を埋め戻した土層である。 8 戯灰色11

出土遺物には土師器,瓦質土器,備前,信楽,丹波， ；醗鋤
11 暗灰色土

瀬戸美濃，唐津，伊万里，明青花，瓦類がある。瓦に 12灰色砂
13戯褐色土

↑

a

は被熱して発泡したものが含まれる。 l7世紀前半のも iガ輔馳ｼルト 0 1m

桂一
15 I暇灰色粘土

のである。
第32図土坑Ⅱ区SK6平面図・断面図(1/30)

土坑Ⅱ区SX1 (第33図）

土坑Ⅱ区SXlはⅡ区中央部, H13・H14． I13． I14に位置する。不整形の土坑である。東西とも調査区の

壁に当たり， さらに調査区外に広がっている。南北は最大3.4mある。深さは35cmで，断面形は逆台形である。

埋土は8層に分かれる。いずれも土器・陶磁器，瓦など廃棄物を含む。

出土遺物には土師器，瀬戸美濃，唐津，瓦などがある。 16世紀代の遺物も含むが，おおよそ17世紀前半のもの

である。
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第33図土坑Ⅱ区SXl平面図・断面図(1/30)

2．江戸時代中期～後期の遺構

太子堂関連遺構（建物跡・池跡・橋跡） （第34～36図，図版88）

Ⅱ区北部, H・ I9～13において太子堂の建物跡とそれを囲む池の跡の一部，太子堂に向かう参道Ⅱ区北部, H・ I9～13において太子堂の建物跡とそれを囲む池の跡の一部，太子堂に向かう参道（アプロー

チ） と橋の跡が見つかった。池は石積により護岸されており， この部分を石積の名称で取り上げる。

まず，太子堂について基壇と礎石据え付け痕の可能性がある土坑，集石それぞれ1基が見つかった（第35図)◎

基壇についてはH･ I9～1lにおいて基壇の南東隅が検出された。基壇の西面石積はH9～llにおいて正南北方

向に伸びるのが検出され， また南面石積はこれとHllで直交し, H・ Illで正東西方向に直線的に伸びるのが確

認された。西面石積5.64m,南面石積5.16mを確認。西面北端と南面東端はどちらも調査区外にあり確認できて

いないが，検出したのが基壇の南東隅であり，基壇はほぼ正方位を向いていることがわかる。西面石積，南面石

積とも直径50～70cmほどの石が，面を外側に向け，かつ面を揃えて積まれている。ただし，西面，南面とも1段

のみ，高さ84cmが残る。西面では1ケ所2段になっているところが残り，かつ西面石積の裏側には裏込の直径10

cmほどの礫がありそれは石積よりも高い位置に分布していることから，本来はさらに上に石が積まれていたと推

測される。

基壇上面については江戸時代の火災後の瓦溜りにより大きく破壊されており残っていない。かろうじて柱穴と

みられる土坑1基と集石1基が見つかっている。土坑SK9は長さ1.5m,幅1mで平面形が楕円形の遺構であ

る。長軸は北東一南西方向である。断面逆台形であるが，底面が小さく，播鉢状の土坑といえる。この土坑の中

位には直径10cmほどの礫が密集して検出された。

この東隣には直径1Ocmほどの礫が集中する集石がある。これには掘り込みなどが伴わない。しかし， この部分

も後世の破壊が大きく，本来ならば土坑SK9と同様に土坑が伴うはずのものが，後世の撹乱により底面付近の

集石のみが残存したと考えられる。したがってこれも礎石据え付け痕の可能性を考えたい。土坑SK9と集石は

遺構の底面レベルが異なり， また，位置関係から見ても同一時期の柱穴とは考えられない。やはり時期差を考え

るべきである。これらは江戸時代以降における時期を別にした柱穴で，基壇と同様に建物，すなわち太子堂南西

隅の柱の痕跡と考えておきたい。これ以外の建物に関する痕跡は見当たらないので，他の礎石据え付け痕は調査
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第35図太子堂跡平面図．立面図(1/100)

区外に存在すると考えられる。また，建物の規模や様相について，確認できた遺構だけでは推測不可能である。

池跡については西岸石積と南岸石積が検出できたが，南岸には参道のため突出部が設けられている（第36図)｡

西岸石積はほぼHライン上に， 9から13までの間で検出した。正南北方向にほぼ直線的に伸びており, H9北壁

ではさらに調査区外へ続く。南岸石積はH13において西岸石積と直交し, I13にかけて正東西方向に直線的に伸

びる。 I13東壁ではさらに調査区外へ伸びることが確認できた。西岸石積,南岸石積とも高いところでl.lm, 2

段の石積が残る。しかし，西岸・南岸とも石積より高い位置に襄込めの礫が分布している個所があり，石積はさ

らに高かったと推測される。西岸石積，南岸石積とも直径50～70cmほどの石が，面を外側に向け，かつ面を揃え

て積まれている。西岸石積北側は破壊が著しく，石積は1段しか残っていない。

南岸石積についてI13ではこれに参道の突出部が取りついている。この突出部は幅l.9m,長さ3.6mあり，西岸

石穣と南岸石積が直交する点より西へ4.4mのところに取りつく。高さは0.9mで，石積2段残存する。しかしこ

れも裏込めの礫が石積よりも高い位置に分布しており石積はさらに高くなる。この突出部は正南北方向を向き，

まっすぐ太子堂に向かっている。おそらくこの中軸線は太子堂の中軸線と合っていると推測される。

この突出部と太子堂は橋でつながっていたと考えられるが，その遺構は池の中にある礎石2点のみである。と

もに70cmほどの扁平な石でl.2mの間隔で東西に並ぶ。上面のレベルはともに37.3mである。これらは太子堂基壇

南端と突出部北端のちょうど中間点に位置しており，両者から2.3m離れている。西の礎石には5cmほどの穴があ

けられているが， これは橋脚を固定する際に用いられたものであろう。この他に太子堂南端，および突出部北端

には橋を固定したような痕跡は見当たらなかった。石祇全体が上部を破壊されているので， このような痕跡も既

に破壊されなくなっているのであろう。なお，橋が存在したと考えられる区域の池の底面は高くなっており， し

たがってこの区域のみ底が浅かったと考えられる。 2つの礎石はこの高まりの上に位置している。
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池の底面について橋の区域のみ商<なっていることは先述した。

このほか太子堂西面石積と西岸石積の間では，西に向かって傾斜し

ている。また，太子堂基壇南西隅の付近から池の南西部では深く

なっている。埋土は2層に分かれる。いずれも泥土層であり，池が

機能していた時期に堆積したものと考えられる。また，断面観察か

ら池は地山よりも低く， したがって地山を掘り込まれて造成された

ことが分かる。また太子堂の基壇もこのときに掘り残された区画を

石積により整備してできあがったらしいことが分かる。なお池の埋

土の上に堆積するのはⅢ層，すなわち天明八年の焼土層であり，太

子堂および池はこの時に棄却され埋められたと考えられる。

塀Ⅱ区SA1 (第37図）

塀Ⅱ区SAlはⅡ区南東部, I14･ I15の東壁際に位置する。南

北方向の塀であるが，正南北方向よりわずかに東に振る。 6基の柱

穴列であるが，南北とも調査区外へさらに続くとみられる。柱穴は

平面形円形であるが，直径30～58cm,深さ16～50cmとややばらつき

がある◎底面レベルも36.85～37.28mと幅がある。間隔も0.6～l.5m

とばらつき，列も直線というにはやや不揃いである。塀も1本では

なく，建て直しの結果数本が重なり合って現在目にする遺構となっ

ていると考えられる。しかし， ここでもそれを分離して示すことは

できなかった。
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第5章第3次調査の出士遺物

第1節出土遺物の概要

第3次調査で出土した遺物は全体で約300箱である。土器・陶磁器類，瓦類，土製品，石製品，木製品，骨製

品，銅製品，鉄製品，銭貨に分けられる(雛')。所属時期は縄文時代から江戸時代まである。このうち縄文・弥生

時代の遺物は流路SD6からまとまって出土し， また弥生土器がいくつか江戸時代の遺構に混じって出土した。

しかし古墳時代から奈良時代の遺物はない。平安時代前期から江戸時代の遺物は連続してある。

なお，以下各節において遺物の報告を行うが，あまりに膨大であるために，主要な遺構から出土した資料をま

ず報告し，ついでその他の遺構・包含層出土の主要な資料を取り上げた。予算の都合により掲載できなかったも

のも多数あることをあらかじめお断りしておく。

第2節土器・陶磁器類

l.平安時代後期の主要遺構出土土器・陶磁器類

溝SD1出土土器・陶磁器（図版2)

土師器，須恵器，緑釉陶器，山茶椀，瓦器，常滑， 白磁が出土している。

土師器には皿，羽釜がある。 1～10は皿である。 l～4は小IⅢで, 2･ 3には二段凹みナデが施される。 4は

ての字口縁の皿， 5．6はコースター形の皿である｡7～lOは二段凹みナデの皿である。V期の古～新に収まる。

16は羽釜である。

須恵器には蕊と鉢がある。 17は蕊の口縁部である。 18は鉢の底部である。いずれも東播産である。

395386

－
396387 392

388 393 397

ごヨーフ
9 394

そ＝ー
398

’ ／

0

9
402

0 10cm

400

第38図土坑SK58･土坑SK129出土土器実測図(1/3)



40 第2節土器・陶磁器類

緑釉陶器には椀がある(11)。

山茶椀で12． 13は椀の口縁部である。 12は口縁内面直下に沈線1条が巡る。 13は口唇を肥厚させ，玉縁状に仕

上げる。

瓦器には椀がある。 15は樟葉型瓦器椀の口縁から胴部で， Ⅱ－1類である。 14は椀の底部である。

常滑には蕊がある。 19は常滑の蕊の口縁部である。赤羽・中野編年の2型式である。

白磁には碗がある。20は白磁碗Ⅳ類， 21は白磁碗V類である。いずれも小破片で口径が復元できなかった。

以上から溝SDlの出土土器・陶磁器はやや時期幅があるが, 1l世紀末から12世紀後半のものである。

土坑SK58出土土器・陶磁器類（第38図）

土師器皿が14個体出土している｡ l個体を除き，ほぼ完形であり， これらを図示した(386～398)。いずれも

ての字口縁の皿である。Ⅳ期中, 11世紀中葉のものである。

土坑SK129出土土器・陶磁器類（第38図）

土師器，須恵器， 白色土器，須恵器が出土している。

土師器には皿，高台付皿がある。399はての字口縁の1mである。V期古のものである｡400は高台付皿の高台部

である。白色土器には401の皿がある。須恵器には402の壷底部がある。おおよそ11世紀末～12世紀初頭のもので

あろう。

土坑SK92出土土器・陶磁器類（図版3 ･ 4)

土師器，須恵器，黒色土器，緑釉陶器，灰釉陶器， 白色土器，瓦器，山茶椀， 白磁が出土している。

土師器には皿，鍋がある。22～61は皿である｡22～31は二段凹みナデの小皿, 32～36は一段凹みナデの小皿，

37～40はコースター形の皿， 41はての字口縁の皿である。42～59は二段凹みナデの皿である。60･61は胎土が白

色の皿で，底部外面には指頭圧痕が顕著である｡41のように古いものも混じるが， ほとんどがV期古～新のもの

である。 119は鍋である。

須恵器には杯，杯蓋，鉢，認がある。62は杯B蓋である。平安時代前期のものである。63は杯Aの口縁部であ

る。64～67は鉢である。このうち63は小形の鉢， 64～66は東播産の鉢， 67は平安時代前期の篠型鉢の口縁部で，

鉢Ab類になる。68は東播産の翌である。69は壷の口縁部である。

黒色土器には椀がある。70は黒色土器A類の椀の底部である。

緑釉陶器には椀がある｡72･73は椀の口縁部, 74.75は椀の底部である。74は蛇の目高台, 75は輪高台である。

灰釉陶器には椀がある。76は椀の口縁部である。

白色土器には皿がある。71は皿で，完形品である。

山茶椀には椀がある。77は椀で一応全体が復元できる破片である。78．79は椀の底部である。

瓦器には椀がある。80は椀の底部である。

白磁には碗がある。81．82は白磁碗Ⅳ類の口縁部である｡83は輪花皿の口縁部である。口禿げであり， 白磁皿

Ⅸ類である。84は碗の底部である。これも白磁碗Ⅳ類であろう。85は口縁部を丸く収める。白磁碗V－1類であ

る。86は口縁を屈折して外反させ，端部を水平にする。白磁碗V-4a類である。

以上から井戸SK92の出土土器・陶磁器類はおおよそ11世紀末から12世紀中葉までのものである。ただし須恵

器鉢66と白磁皿83はこれらよりも格段に新しく，混入とみられる。

2．鎌倉時代～江戸時代前期の主要遺構出土の土器・陶磁器類

土坑SK122出土土器・陶磁器類（図版5)

土師器，須恵器， 白磁が出土している。

土師器には皿がある。87．88はへそ皿である。89．90は小皿, 91 ･92は皿である。Ⅶ期中のものである。

須恵器には蕊がある。93は東播産の蕊の底部である。

白磁には蓋が1点ある（94)。完形品である。


